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発明の概要  ：  

    迅速且つ的確な被験者の抗体測定方法を提供する。 

 被験者から生物サンプルを採取する採取工程と、前記生物サンプル

中のＧｌｕＲδ２のうち、抗原性が高い部位を選択する選択工程と、前記

抗原性が高い部位をペプチド合成により抗原として、抗体を測定する測

定工程とを有することを特徴とする。抗原性が高い部位はＮ末側のアミ

ノ酸又はＣ末側のアミノ酸である。生物サンプルは、血清又は髄液であ

る。抗体の測定は、ＥＬＩＳＡ法による。 

 

 診断マーカーによれば、迅速且つ的確に小脳炎の診断ができ、抗体

測定方法によれば、迅速且つ的確に被験者の自己抗体を測定が可能

となる。 

 

詳細情報を希望される方は、「出願明細書送付依頼」に必要事項をご記入の上、ＨＳＴＴＣ宛にお

送りください。 
 


